
 1

愛知大学文学部図書館情報学専攻 2008 年度卒業論文要旨 

「図書館の自由」に関する問題事例 

05L4054 白木千裕 

 
1. 図書館の自由について 

図書館の自由の概念として塩見昇は「基本は図書館利用者（国民あるいは住民，その社

会の構成員）の読み，調べ，探索する権利を図書館の機能を通して保障するために図書館

が保持しなければならない自由であり，責務である」[1] と述べている。 
米国ではジョン・スタインベック著『怒りの葡萄』事件を契機として、1939 年に『図書

館の権利宣言(Library’s Bill of Rights)』がなされた。日本では 1954 年に採択された「図

書館の自由に関する宣言」が 1979 年に改訂されて現在にいたっている。 
 
2. 図書館の自由に関する宣言 

1979 年版は次のとおりである。 
 図書館は、基本的人権のひとつとして知る自由をもつ国民に、資料と施設を提供する

ことを、もっとも重要な任務とする。 
 この任務を果たすため、図書館は次のことを確認し実践する。 
 第１ 図書館は資料収集の自由を有する。 
 第２ 図書館は資料提供の自由を有する。 
 第３ 図書館は利用者の秘密を守る。 
 第４ 図書館はすべての検閲に反対する。 
 図書館の自由が侵されるとき、われわれは団結して、あくまで自由を守る。 

 
この論文ではこのうち図書の閲覧に係る 1, 2, 4 について「図書館の自由に関する事例集」

[2] を参考としながら調査した。 
 
3. 事例 

(1) 『ピノキオ』回収要求と閲覧制限（1976～） 
『ピノキオ』に身体障害者差別を助長させる言葉があると小学館に抗議、回収要求があ

った。名古屋市図書館はこの新聞報道を受け、閲覧・貸出を停止した。その後「ピノキオ

検討小委員会」を発足させ、問題検討をおこなった。１年の公開検討を経て 1979 年に名古

屋市図書館全館で図書が児童室に戻された。 
 
(2) 富山県立図書館の『図録』非公開（1986～） 
富山県立近代美術館の展覧会「’86 富山の美術」における版画連作作品「遠近を抱えて」

が不快感を与えるとして非公開となった。この作品が掲載された「図録」は富山県立図書
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館へ寄贈されたが、美術館の意向により閲覧、貸出をしない決定をし、1987 年 11 月には

閲覧請求を拒否した。日本図書館協会図書館の自由委員会から「図録」の措置が不適切で

あると勧告を受けた。 
 
(3) 神戸連続児童殺傷事件等における少年事件報道の取り扱い 

1997 年５月 神戸市の小学６年生殺害事件があり、当時中学３年生の少年が容疑者として

逮捕された (酒鬼薔薇事件)。「フォーカス」、「週刊新潮」は被疑少年の写真を掲載、「文芸

春秋」は検事の供述調書、神戸地方裁判所の決裁要旨・調書を掲載した。多くの図書館は

これらの雑誌を閲覧禁止とした。日本図書館協会は、一旦は「被疑少年の顔写真は少年法

第 61 条に抵触する可能性があり、「宣言」の「人権またはプライバシーを侵害するもの」

に該当する」との見解を発表したが、2006 年の全国図書館大会分科会で「公刊された資料

は提供するという「宣言」の基本を再確認し、「見解」を訂正した。 
 
(4) 船橋市西図書館における蔵書廃棄事件 

2002 年４月 船橋市西図書館の蔵書が大量に破棄され、多くの破棄図書の著作者は「新し

い歴史教科書をつくる会」のメンバー、また賛同者であることがわかった。「つくる会」は

船橋市と司書に対し各 300 万円の損害賠償を要求した。地方裁判所、東京高等裁判所とも

に棄却したが、2005 年７月 最高裁は審理を東京高裁に差し戻し、損害賠償額を算定するよ

う命じた。その際最高裁は「公立図書館は住民に対する情報提供を目的とする公的な場」

であり、「図書館員は閲覧に供されている図書に対し不公正な取り扱いをすることは基本的

な職務上の義務に反するもの」とし、恣意的な破棄は「公立図書館を通じて著作者の思想

や意見を伝える利益が損なわれる」と述べた。 
 
(5) 2008 年 11 月 元厚生省事務次官宅を狙った殺傷事件 
国立国会図書館が「人命にかかわる事態」として職員録を閲覧制限したほか、全都道府

県と県庁所在地、政令市の計９８自治体のうち、４分の１以上にあたる２５自治体の図書

館で何らかの利用制限措置をしている (2009/1/11 現在)。 
 
4. おわりに 

「自由に関する宣言」があるにもかかわらず、図書館は報道や世論、個人・組織・団体

からの圧力や自己規制により、必ずしも適切に行動してこなかった面がある。図書館は国

民の知る自由を絶対に守る機関になれるのだろうか。 
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